
NPO法人 アースウォーカーズ

特定非営利活動法人 学校支援のべおかはげまし隊

メッセージ

設立時期：2006年5月
代表者：小玉　直也
事務局責任者：佐々木　泉
電話：0985-85-6555
FAX：0985-85-5545

会員数：約350名
年間予算：1,310万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://earthwalkers.jp/
メールアドレス 　info＠earthwalkers.jp

〒889-1602　宮崎県宮崎市清武町今泉丙2178

東日本大震災の被災地支援および、その後の熊本地震や西日本豪雨水害
などへの支援。
特に東京電力福島第一原子力発電所の事故後に外遊びを制限している福
島の子どもたちの保養として、未就学児を宮崎に招待する「福島の子ども
たち宮崎に来んねキャンプ」や毎月山形県米沢市に日帰りでリフレッシュ
プロジェクトを企画。また中高生をドイツやオーストラリアに派遣し自らの
震災体験を英語でスピーチをしたり、再生可能エネルギーを学ぶ企画など、
年間200人を超える子どもたちの支援を継続中。トルコ地震被災地支援や
ウクライナ難民キャンプ施設の方々へおにぎりを作って届ける「おにぎり
プロジェクト」、ウクライナの小中学校、高校へ文房具と絵手紙を届けたり、
医療支援、食糧支援を行っている。

あたたかいご支援本当にありがとうございます。
2011年に福島の子どもたちの支援をスタートし、
九州労金さんを通じて多くのご支援をいただき
ました。みなさんのご支援で多くの子どもたちの
笑顔が広がる活動ができました。
福島の支援を継続したり、各地で起きる被災地
の支援に駆けつけたりする上で、みなさんの支援
が大きな力となります。災害から月日が流れると
ともに、寄付や支援が少しずつ減少する中、ひき
つづき１人でも多くの方々のご支援をお願いした
いと思います。よろしくお願いします。
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メッセージ

設立時期：2012年8月
代表者：渡井　俊行
事務局責任者：石川　喜美子
電話：0982-29-3786
FAX：0982-29-3739

会員数：団体23名　個人15名
年間予算：1,000万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://nobeokahagemashitai.com
メールアドレス 　nobeoka-hagemashitai@blue.plala.or.jp

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131-5

延岡市内12の中学校と7つの小学校で、主に数学・算数の授業にほぼ毎回
入り、「みまもり・よりそい・はげまし」を基本姿勢として、子ども達の見守り、
声掛け、丸付けなど、先生の補助的な（授業支援）活動を行っている。学校
によっては、英語、理科、社会、体育、家庭科、受験対策の模擬面接など、先
生のニーズに応じて支援を行っている。テスト前や夏休みなど学習会を開
くこともある。
登録ボランティア165名。平均年齢71歳。(R7年4月）
この活動は「地域とともにある学校づくり」という文科省の目指す学校像
にも合致しており、児童、生徒や先生方の助けになることはもちろんだが、
活動主体のシニア自身の生きがいや居場所づくりにもなっている。

皆さまには、いつも温かなご支援を頂き、誠にあ
りがとうございます。たくさんの企業や個人様か
らお寄せいただいた浄財は、主に隊員さんの交
通費、教科書、ドリルなど必要経費として遣わせ
ていただいております。
最近は、隊員さんの高齢化と新規隊員数の伸び
悩みが大きな課題となっております。はげまし隊
は、子ども達にナナメの関係（親や教師のように
タテではなく、友達のようにヨコでもない）をも
たらす貴重な存在です。隊員さんに見守られるこ
とで安心感を得ている子ども達も少なくありませ
ん。この活動にご興味のあられる方がおられま
したら、ぜひ、一緒に活動していただけると幸い
です。
子どもを取り巻くわたくし達大人一人ひとりが、
それぞれのできる範囲で子ども達を支援・応援し
ていく社会を共に作ってまいりましょう。
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特定非営利活動法人 子どもの森 メッセージ

設立時期：2003年7月
代表者：横山　謙一
事務局責任者：横山　純子
電話：0982-63-0009
FAX：－

会員数：13名
年間予算：155万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://www.kodomonomori.info
メールアドレス 　info20＠kodomonomori.info

〒889-0604　宮崎県東臼杵郡門川町大字川内字イカダ場3412番地1

子どもたちに良質の森（環境）を残すために、自然環境が悪化している現在
において、自分たちでできる環境を保全することの大切さを理解し、興味を
持ってもらうために環境啓発の活動を実践しています。自然環境の源である
森をつくり守るために広葉樹を植樹して下草刈り等の育林作業や、将来環境
の守り手となる次の世代に対して森林や河川等を活用しての体験型環境学
習を開催して、環境問題に取組む活動を行っています。

（１）休耕田の復元による米作りや麦栽培からパン作りまでの事業
（２）混交林の森づくり、高校生と取り組む森づくり、荒廃した竹林の雑木林へ

の転換事業
（３）自然を活用しての体験型環境学習（春は「野草観察と調理」夏は「河川での

ネイチャーゲームや河川清掃」秋は「昆虫観察」冬は「ドングリ苗ポット作
成」）の事業

（４）市民活動の活性化に関わる古民家再生事業
（５）活動のホームページやSNS、広報誌発行での情報発信・啓発のための事業
（６）その他目的を達成するために必要な事業

ずっとずっと昔からのご先祖様たちのおかげで、現
在私たちは本当に便利な物に囲まれ、豊かな暮らし
に恵まれています。毎日のように新しい便利な物が
開発され、感心するばかりです。
ただ、その裏側には、便利な人間社会の犠牲となっ
た自然が存在しています。地球温暖化、街に下りてく
る動物たち、動植物の絶滅、地球温暖化、酸性雨、食
糧•水不足‥‥。最近の自然環境の異変は、もう誰で
も身近に感じることができます。
私たちの子孫が、これからもずっと永遠にこの地球
で幸せに暮らしていくためには、自然破壊をくい止
め、自然環境を回復させてゆかなければなりません。
そのために私たちができること‥‥それは無駄をな
くすこと、そして壊された緑をもとに戻していくこと
だと思います。緑が増える、それだけでいろんな面
での好循環が期待できるのではないでしょうか。
緑を増やすシステムやビジネスがありますが、金銭
的な余裕もボランティア団体の活動として、森林ボ
ランティアや、環境学習の開催はとても重要だと思
います。
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〒810-8509　福岡県福岡市中央区大手門3-3-3
☎092-714-7017

九州労働金庫 事業部 福祉金融推進課

検索九州ろうきん
https://kyusyu-rokin.com/

お客さまが応援するNPO法人へ、お客さまの普通預金口座か

ら指定日（20日もしくは25日）に自動振替で寄付する制度で

す。1回の寄付額は100円以上（100円単位）で、寄付先は市

民への情報公開性や事業の社会性、会計の安定性等を基準に

ろうきんが選定した「紹介NPO」の中からご選択いただきます。

宮崎版

掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/
掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/

「NPO自動寄付システム」は福祉・環境・文化などさまざま

な分野でボランティア活動を展開しているNPOと市民・勤労

者とをつなぐ新しい社会貢献のカタチです。本誌に紹介する

「紹介NPO」の中から、あなたが応援したいNPOをお選びく

ださい。お選びいただいたNPOへ毎月100円からの口座振替

により寄付を行います。気軽に始められる寄付を通した新し

いボランティア活動に、ぜひ、ご参加ください。

NPOサポーターズのご案内



特定非営利活動法人「アジア砒素ネットワーク(AAN)」 メッセージ

設立時期：1994年4月
代表者：横田　漠
事務局責任者：横田　漠
電話：0985-20-2201
FAX：0985-20-2286

会員数：147名
年間予算：9,486万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://www.asia-arsenic.jp/
メールアドレス　webmaster@asia-arsenic.net

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス208号室

私たちAANは、宮崎県高千穂町の旧土呂久鉱山周辺に多発した慢性砒素中毒
症の患者を支援したメンバーがその経験をアジアの砒素汚染克服に活かすた
めに設立したNPO法人です。私達は、「安全な水を飲みたい、健康な暮らしを送
りたい」というアジアの人々の願いをかなえることを目標にし、バングラデシュ
を中心に活動しています。また、これらの活動の原点となっている土呂久鉱害
は現在、風化しつつあります。集落の生活と自然環境を破壊した過去を次世代
に継承するため、土呂久に根差した環境教育も実践しています。

1)バングラデシュではここ数年、米粒中の砒素含有量が
許容基準を超えています。20数年前にはなかったこと
です。その間に灌漑用水（地下水）中の砒素が水田土壌
中に堆積したことが原因です。AANは2022年から研究
機関の協力を得て米粒中の砒素含有量を低下させる米
づくりを実践中です。この稲作を全国的に広げていく運
動をこれから先に展開していきます。
https://www.asia-arsenic.jp/information/202505183350/
2)バングラデシュでは高血圧、糖尿病、慢性呼吸器疾患
等の生活習慣病（成人病）をもつ女性が多くいます。こ
れらの症状は慢性砒素中毒症と同じです。これは若年
妊娠（児童婚）、栄養不良、運動不足、および砒素摂取
（飲料水、米）など複合的な要因で起こっています。AAN
は女性のライフステージに応じた健康管理の取り組み
を行っています。
3)土呂久集落は過疎化が進んでいます。AANは環境教
育を通じて持続可能な地域づくりを目指しています。み
なさま、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

メッセージ

ホームページ　http://www.nobeoka-tengaichi.jp
メールアドレス 　tengaichi＠dolphin.ocn.ne.jp

ＮＰＯ法人 のべおか天下ー市民交流機構

設立時期：2001年4月
代表者：松下　宏
事務局責任者：大崎　光芳
電話：0982-33-0248
FAX：0982-32-6151

会員数：60名
年間予算：1,800万円
ボランティア：有
ニュースレター：月1回発行

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131番地5 
「のべおか天下一薪能」の開催及び、能楽に関す
る事業を通じて、市民協働によるまちづくりを
強く意識して活動しています。
市民でできる事は自ら実践する事を心がけ、そこ
に住む市民の為の地域のあり方を模索していま
す。これからも、自らの団体の事業・活動に限ら
ず、地域づくりとなる活動には積極的に参画・関
与しながら、故郷・延岡に対する愛着と誇りをも
てる様な地域社会の構築に貢献したいと思って
います。

認定特定非営利活動法人 ホームホスピス宮崎 メッセージ

設立時期：2000年4月
代表者：市原　美穂
事務局責任者：ー
電話：0985-53-6056
FAX：0985-53-6054

会員数：50名
年間予算：387万円
ボランティア：有
ニュースレター：年2回発行

ホームページ　https://npo-hhm.jp
メールアドレス　office＠npo-hhm.jp

〒880-0913　宮崎県宮崎市恒久2丁目19-6
ホームホスピス宮崎は、皆さまのご支援をホー
ムホスピスや暮らしの保健室の運営・ボラン
ティア活動に利用させていただき、事業の充実
を図っております。
平成27年3月1日付〈宮崎シレイ20190-1599>
認定NPO法人に認定されました。
年間3,000円以上の寄付をしていただいた方は、
優遇税制の適応を受けることができます。
みなさまからのご支援、よろしくお願い致します。

●ホームホスピス「かあさんの家」２軒●ボランティア活動(聞き書きボランティア、患者らいぶらり)●訪問介護ステーション
ぱりおん、みつばち診療所●HALEたちばな(訪問看護ステーションぱりおん、日中一時支援ohana、短期入所leilei、相談支
援事業所luana)●暮らしの保健室…在宅療養等の相談、ゆるりサロン、お薬相談、ミニ講座●宮崎県がんサロン等運営支援
事業…ふらっとカフエ(宮崎県立病院にて)●学びの場…研修会・講演会の実施、研修・実習の受け入れ

特定非営利活動法人 宮崎文化本舗 メッセージ

設立時期：2000年10月
代表者：石田　達也
事務局責任者：名田　敬仁
電話：0985-60-3911
FAX：0985-89-4979

会員数：10名
年間予算：29,870万円
ボランティア：有
ニュースレター：年6回発行

ホームページ　https://bunkahonpo.or.jp/
メールアドレス bunka_info＠bunkahonpo.or.jp

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス101

① 文化事業として宮崎キネマ館の運営
② みやざきNPO協働支援センター、宮崎県災害中間支援組織、宮崎県環境情
報センターの運営

③ 指定管理者として、みやざきアートセンター、宮崎市民活動センター、宮崎市
自然休養村センターの運営

④ 事務局代行業務として、宮崎市バージニアビーチ市姉妹都市協会、宮崎映画
祭等多数

⑤ みやざきに市民ファンドを！設立準備委員会事務局の運営
⑥ 山のダイゴミ・プロジェクト協議会事務局運営
⑦ 宮崎県地域づくりネットワーク協議会事務局

地域に根ざした活動を、20年以上にわたって続
けてきました。 設立以来、宮崎が“面白く元気に
なる”ことを願い、芸術文化を中心に、活動を行っ
ています。 
宮崎キネマ館の運営をはじめ、公共施設の管理
運営、市民協働による災害支援の仕組みづくりな
どに加え、現在では、地域の課題を“市民の力”で
支える「みやざきに市民ファンドを！」の設立にも
力を入れています。 
誰もが支え手にも受け手にもなれる仕組みを目
指し、地域の共感をつなぐ寄付文化の醸成と、共
助による持続可能な地域づくりに挑戦していま
す。 皆さまからのご寄付は、こうした草の根の活
動の力となり、これからの宮崎を支える大切な一
歩となります。温かなご支援を、どうぞよろしくお
願いいたします。

特定非営利活動法人 宮崎県ボランティア協会 メッセージ

設立時期：1981年4月
代表者：辻　利則
事務局責任者：永山　由美好
電話：0985-29-2949
FAX：0985-29-2949

会員数：64名
年間予算：50万円
ボランティア：有
ニュースレター：6ヶ月1回発行

ホームページ　http://mkv.e-region.info
メールアドレス 　miyakenvora@kind.ocn.ne.jp

〒880-0007　宮崎県

1. NPOボランティアの広報・啓発事業
 ①ボランティア情報紙『ふれあい』の発行
 ②ホームページによる広報・啓発
2. 「ふれあい」協働事業
　①「ふれあいの旅」の実施
　②ふれあいアート交流事業
　③災害への支援活動「私たちにできるふれあい支援活動」
3. ＮＰＯ・企業・行政・大学等との協働事業
 ①NPO法人みやざき教育支援協議会との協働事業
　②宮崎公立大学との協働事業
　③障害者差別解消法への取り組み
4.リサイクル活動の推進事業
　使用済み切手整理「サロン」(毎月第3金曜日）の実施
5.その他
　①生活に根ざしたボランティア活動
　②「色かるたセミナー」への取り組み（認知症ケア、アイスブレイク等）

令和5年度に4年ぶりの「ふれあいの旅」（青島・
日南日帰りツアー）を開催しました。モアイ像を
見ながら海を眺め、ホテルでの豪華昼食に舌鼓
を打ち、新しい青島、青島神社や植物園を楽し
みました。
令和6年度は住吉神社で毎月開催されている「神
様のごちそうマルシェ」で神様のごちそうを購入
し、社務所をお借りして昼食・交流会を開催しま
した。障害を持つ方、持たない方同士の「ふれあ
い」を自然と感じるいいツアーとなり、ふれあう
ことの大切さを再確認できる日帰り旅でした。
また、毎年西池小学校で実施している子ども達
と障がいを持つ人がアートを通してふれあう
「ふれあいアート」は「障害者差別解消法」の一
つの取り組みにもなってきています。

宮崎県の紹介NPO
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●「のべおか天下一薪能」の開催(第1回1997年・毎年10月)旧延岡藩内藤家旧蔵で、天下一の称号を持つ能面作家作の能面を使用し
て、地元延岡の名所である城山公園に、市民ボランティアの手で能舞台を組み、薪能を行う。●こども能プログラム(年間)地元延岡
の子供たちを対象にした、謡の稽古や、京都での稽古等のプログラム。又、のべおか天下一薪能の子方としても出演がある。●内藤家伝
来の能面展・西日本能面作家展の開催支援(毎年9～10月)●誰にでもわかる「能楽鑑賞講座」の実施(年２、３回)

特定非営利活動法人 宮崎21高齢者福祉研究会 メッセージ

設立時期：1991年3月
代表者：澤田　孝子
事務局責任者：戸髙　光美
電話：0985-25-0817
FAX：0985-25-0818

会員数：30名
年間予算：220万円
ボランティア：有
ニュースレター：－

ホームページ https://miyazaki21.org　　メールアドレス　－

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス204
「健康と生きがいづくり」をテーマとして、介護予防、
認知症予防等のリーダー（サポーター養成）講座
を積極的に開催してきました。地域福祉活動がま
すます重要になる中、高齢者はもとより子供たち
に対しても支援活動に努めてまいります。

事
業
内
容

高齢者・障がい者・若者・地域住民に対して、豊かで安心できる社会を実現していくうえで、福祉のまちづくりに関する活
動、地域福祉の増進に寄与することを目的としています。　●委託事業「木城町介護予防事業」　●地域福祉活動「レクリ
エーション活動・いきいきライフ派遣活動」　●「スマホ入門講座」　●若者の引きこもりへの支援活動・講話活動

特定非営利活動法人 どんぐり1000年の森をつくる会

ホームページ　http://www.donguri1000nen.jp
メールアドレス info＠donguri1000nen.jp

〒889-1801　宮崎県都城市山之口町富吉2985番地26

どんぐり1000年の森をつくる会は、宮崎県を縦断して流れる1級河川大
淀川の水質浄化と豊かな風土をつくるために、この地域の自然植生であ
る「どんぐり（広葉樹の総称）」を拾い、それを育てて山に植える活動を平
成８年よりこれまで続けている団体です。山に植える木には、１株500円
で協力していただく「どんぐり株主制度」があり、株主の協力で、毎年約
4,000本の植樹活動を行っております。また、平成22年度から市街地に
近い場所に「どんぐり村～こども自然塾」（３ha）を整備して、子どもたち
が身近に森遊びができる空間として、森の図書館や木の遊具、ツリーハウ
ス等を整備し、一般に無料で開放しています。

当会は、未来に生きる子どもたちに住みよい環境
を引き継ぐために、植樹を中心とした環境保全
活動をおこなっています。
この活動は、1000年という長い年月での風土づ
くりを目指しており、ずっと後世に引き継いでい
くことを目標にしています。
「どんぐり株主」への還元は、木を植えることで発
生する、きれいな空気と水、そして、未来に生きる
子どもたちの笑顔です。身近に気軽に始められ
る環境保全に、是非、ご協力いただき一緒に活動
していきましょう。事

業
内
容

設立時期：2008年4月
代表者：中原　香津子
事務局責任者：德永　貢
電話：0986-57-5228
FAX：0986-57-5228

会員数：101名
年間予算：448万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

メッセージ

NPO法人 宮崎もやいの会 メッセージ

設立時期：2006年4月
代表者：小林　順一
事務局責任者：小林　順一
電話：0985-71-0036
FAX：0985-71-0036 

会員数：10名
年間予算：650万円
ボランティア：有
ニュースレター：年4回発行

ホームページ　https://www.m-moyai.com
メールアドレス　m-moyai＠kag.bbiq.jp

〒880-0813　宮崎県宮崎市丸島町4-3 第6シャトーモリオカ203

ＮＰＯ法人宮崎もやいの会として、宮崎市より地域活動支援センターを
委託されて、週6日開所しています。日中の活動によってステップアップ、
スキルアップを目指して次のステージにつながる支援を実施しています。

精神障がい者の自立と社会参加を支援するとと
もに、障がいを持つ人々に対する地域社会の理解
と協力を得ること、また、障がい者と健常者が共
に支え合って働き生きていく社会を目指すことを
目的に設立された団体です。
同じ仲間同士で理解と共感を踏まえてピアサ
ポートし、当事者に一番適した支援を可能にしま
す。また、ピアサポートを推進するためのサポー
ター養成に重点を置いた活動を続けていきたい
と思います。今後ともよろしくお願いいたします。

事
業
内
容



特定非営利活動法人「アジア砒素ネットワーク(AAN)」 メッセージ

設立時期：1994年4月
代表者：横田　漠
事務局責任者：横田　漠
電話：0985-20-2201
FAX：0985-20-2286

会員数：147名
年間予算：9,486万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://www.asia-arsenic.jp/
メールアドレス　webmaster@asia-arsenic.net

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス208号室

私たちAANは、宮崎県高千穂町の旧土呂久鉱山周辺に多発した慢性砒素中毒
症の患者を支援したメンバーがその経験をアジアの砒素汚染克服に活かすた
めに設立したNPO法人です。私達は、「安全な水を飲みたい、健康な暮らしを送
りたい」というアジアの人々の願いをかなえることを目標にし、バングラデシュ
を中心に活動しています。また、これらの活動の原点となっている土呂久鉱害
は現在、風化しつつあります。集落の生活と自然環境を破壊した過去を次世代
に継承するため、土呂久に根差した環境教育も実践しています。

1)バングラデシュではここ数年、米粒中の砒素含有量が
許容基準を超えています。20数年前にはなかったこと
です。その間に灌漑用水（地下水）中の砒素が水田土壌
中に堆積したことが原因です。AANは2022年から研究
機関の協力を得て米粒中の砒素含有量を低下させる米
づくりを実践中です。この稲作を全国的に広げていく運
動をこれから先に展開していきます。
https://www.asia-arsenic.jp/information/202505183350/
2)バングラデシュでは高血圧、糖尿病、慢性呼吸器疾患
等の生活習慣病（成人病）をもつ女性が多くいます。こ
れらの症状は慢性砒素中毒症と同じです。これは若年
妊娠（児童婚）、栄養不良、運動不足、および砒素摂取
（飲料水、米）など複合的な要因で起こっています。AAN
は女性のライフステージに応じた健康管理の取り組み
を行っています。
3)土呂久集落は過疎化が進んでいます。AANは環境教
育を通じて持続可能な地域づくりを目指しています。み
なさま、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

メッセージ

ホームページ　http://www.nobeoka-tengaichi.jp
メールアドレス 　tengaichi＠dolphin.ocn.ne.jp

ＮＰＯ法人 のべおか天下ー市民交流機構

設立時期：2001年4月
代表者：松下　宏
事務局責任者：大崎　光芳
電話：0982-33-0248
FAX：0982-32-6151

会員数：60名
年間予算：1,800万円
ボランティア：有
ニュースレター：月1回発行

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131番地5 
「のべおか天下一薪能」の開催及び、能楽に関す
る事業を通じて、市民協働によるまちづくりを
強く意識して活動しています。
市民でできる事は自ら実践する事を心がけ、そこ
に住む市民の為の地域のあり方を模索していま
す。これからも、自らの団体の事業・活動に限ら
ず、地域づくりとなる活動には積極的に参画・関
与しながら、故郷・延岡に対する愛着と誇りをも
てる様な地域社会の構築に貢献したいと思って
います。

認定特定非営利活動法人 ホームホスピス宮崎 メッセージ

設立時期：2000年4月
代表者：市原　美穂
事務局責任者：ー
電話：0985-53-6056
FAX：0985-53-6054

会員数：50名
年間予算：387万円
ボランティア：有
ニュースレター：年2回発行

ホームページ　https://npo-hhm.jp
メールアドレス　office＠npo-hhm.jp

〒880-0913　宮崎県宮崎市恒久2丁目19-6
ホームホスピス宮崎は、皆さまのご支援をホー
ムホスピスや暮らしの保健室の運営・ボラン
ティア活動に利用させていただき、事業の充実
を図っております。
平成27年3月1日付〈宮崎シレイ20190-1599>
認定NPO法人に認定されました。
年間3,000円以上の寄付をしていただいた方は、
優遇税制の適応を受けることができます。
みなさまからのご支援、よろしくお願い致します。

●ホームホスピス「かあさんの家」２軒●ボランティア活動(聞き書きボランティア、患者らいぶらり)●訪問介護ステーション
ぱりおん、みつばち診療所●HALEたちばな(訪問看護ステーションぱりおん、日中一時支援ohana、短期入所leilei、相談支
援事業所luana)●暮らしの保健室…在宅療養等の相談、ゆるりサロン、お薬相談、ミニ講座●宮崎県がんサロン等運営支援
事業…ふらっとカフエ(宮崎県立病院にて)●学びの場…研修会・講演会の実施、研修・実習の受け入れ

特定非営利活動法人 宮崎文化本舗 メッセージ

設立時期：2000年10月
代表者：石田　達也
事務局責任者：名田　敬仁
電話：0985-60-3911
FAX：0985-89-4979

会員数：10名
年間予算：29,870万円
ボランティア：有
ニュースレター：年6回発行

ホームページ　https://bunkahonpo.or.jp/
メールアドレス bunka_info＠bunkahonpo.or.jp

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス101

① 文化事業として宮崎キネマ館の運営
② みやざきNPO協働支援センター、宮崎県災害中間支援組織、宮崎県環境情
報センターの運営

③ 指定管理者として、みやざきアートセンター、宮崎市民活動センター、宮崎市
自然休養村センターの運営

④ 事務局代行業務として、宮崎市バージニアビーチ市姉妹都市協会、宮崎映画
祭等多数

⑤ みやざきに市民ファンドを！設立準備委員会事務局の運営
⑥ 山のダイゴミ・プロジェクト協議会事務局運営
⑦ 宮崎県地域づくりネットワーク協議会事務局

地域に根ざした活動を、20年以上にわたって続
けてきました。 設立以来、宮崎が“面白く元気に
なる”ことを願い、芸術文化を中心に、活動を行っ
ています。 
宮崎キネマ館の運営をはじめ、公共施設の管理
運営、市民協働による災害支援の仕組みづくりな
どに加え、現在では、地域の課題を“市民の力”で
支える「みやざきに市民ファンドを！」の設立にも
力を入れています。 
誰もが支え手にも受け手にもなれる仕組みを目
指し、地域の共感をつなぐ寄付文化の醸成と、共
助による持続可能な地域づくりに挑戦していま
す。 皆さまからのご寄付は、こうした草の根の活
動の力となり、これからの宮崎を支える大切な一
歩となります。温かなご支援を、どうぞよろしくお
願いいたします。

特定非営利活動法人 宮崎県ボランティア協会 メッセージ

設立時期：1981年4月
代表者：辻　利則
事務局責任者：永山　由美好
電話：0985-29-2949
FAX：0985-29-2949

会員数：64名
年間予算：50万円
ボランティア：有
ニュースレター：6ヶ月1回発行

ホームページ　http://mkv.e-region.info
メールアドレス 　miyakenvora@kind.ocn.ne.jp

〒880-0007　宮崎県

1. NPOボランティアの広報・啓発事業
 ①ボランティア情報紙『ふれあい』の発行
 ②ホームページによる広報・啓発
2. 「ふれあい」協働事業
　①「ふれあいの旅」の実施
　②ふれあいアート交流事業
　③災害への支援活動「私たちにできるふれあい支援活動」
3. ＮＰＯ・企業・行政・大学等との協働事業
 ①NPO法人みやざき教育支援協議会との協働事業
　②宮崎公立大学との協働事業
　③障害者差別解消法への取り組み
4.リサイクル活動の推進事業
　使用済み切手整理「サロン」(毎月第3金曜日）の実施
5.その他
　①生活に根ざしたボランティア活動
　②「色かるたセミナー」への取り組み（認知症ケア、アイスブレイク等）

令和5年度に4年ぶりの「ふれあいの旅」（青島・
日南日帰りツアー）を開催しました。モアイ像を
見ながら海を眺め、ホテルでの豪華昼食に舌鼓
を打ち、新しい青島、青島神社や植物園を楽し
みました。
令和6年度は住吉神社で毎月開催されている「神
様のごちそうマルシェ」で神様のごちそうを購入
し、社務所をお借りして昼食・交流会を開催しま
した。障害を持つ方、持たない方同士の「ふれあ
い」を自然と感じるいいツアーとなり、ふれあう
ことの大切さを再確認できる日帰り旅でした。
また、毎年西池小学校で実施している子ども達
と障がいを持つ人がアートを通してふれあう
「ふれあいアート」は「障害者差別解消法」の一
つの取り組みにもなってきています。

宮崎県の紹介NPO
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容
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容
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●「のべおか天下一薪能」の開催(第1回1997年・毎年10月)旧延岡藩内藤家旧蔵で、天下一の称号を持つ能面作家作の能面を使用し
て、地元延岡の名所である城山公園に、市民ボランティアの手で能舞台を組み、薪能を行う。●こども能プログラム(年間)地元延岡
の子供たちを対象にした、謡の稽古や、京都での稽古等のプログラム。又、のべおか天下一薪能の子方としても出演がある。●内藤家伝
来の能面展・西日本能面作家展の開催支援(毎年9～10月)●誰にでもわかる「能楽鑑賞講座」の実施(年２、３回)

特定非営利活動法人 宮崎21高齢者福祉研究会 メッセージ

設立時期：1991年3月
代表者：澤田　孝子
事務局責任者：戸髙　光美
電話：0985-25-0817
FAX：0985-25-0818

会員数：30名
年間予算：220万円
ボランティア：有
ニュースレター：－

ホームページ https://miyazaki21.org　　メールアドレス　－

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス204
「健康と生きがいづくり」をテーマとして、介護予防、
認知症予防等のリーダー（サポーター養成）講座
を積極的に開催してきました。地域福祉活動がま
すます重要になる中、高齢者はもとより子供たち
に対しても支援活動に努めてまいります。
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高齢者・障がい者・若者・地域住民に対して、豊かで安心できる社会を実現していくうえで、福祉のまちづくりに関する活
動、地域福祉の増進に寄与することを目的としています。　●委託事業「木城町介護予防事業」　●地域福祉活動「レクリ
エーション活動・いきいきライフ派遣活動」　●「スマホ入門講座」　●若者の引きこもりへの支援活動・講話活動

特定非営利活動法人 どんぐり1000年の森をつくる会

ホームページ　http://www.donguri1000nen.jp
メールアドレス info＠donguri1000nen.jp

〒889-1801　宮崎県都城市山之口町富吉2985番地26

どんぐり1000年の森をつくる会は、宮崎県を縦断して流れる1級河川大
淀川の水質浄化と豊かな風土をつくるために、この地域の自然植生であ
る「どんぐり（広葉樹の総称）」を拾い、それを育てて山に植える活動を平
成８年よりこれまで続けている団体です。山に植える木には、１株500円
で協力していただく「どんぐり株主制度」があり、株主の協力で、毎年約
4,000本の植樹活動を行っております。また、平成22年度から市街地に
近い場所に「どんぐり村～こども自然塾」（３ha）を整備して、子どもたち
が身近に森遊びができる空間として、森の図書館や木の遊具、ツリーハウ
ス等を整備し、一般に無料で開放しています。

当会は、未来に生きる子どもたちに住みよい環境
を引き継ぐために、植樹を中心とした環境保全
活動をおこなっています。
この活動は、1000年という長い年月での風土づ
くりを目指しており、ずっと後世に引き継いでい
くことを目標にしています。
「どんぐり株主」への還元は、木を植えることで発
生する、きれいな空気と水、そして、未来に生きる
子どもたちの笑顔です。身近に気軽に始められ
る環境保全に、是非、ご協力いただき一緒に活動
していきましょう。事

業
内
容

設立時期：2008年4月
代表者：中原　香津子
事務局責任者：德永　貢
電話：0986-57-5228
FAX：0986-57-5228

会員数：101名
年間予算：448万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

メッセージ

NPO法人 宮崎もやいの会 メッセージ

設立時期：2006年4月
代表者：小林　順一
事務局責任者：小林　順一
電話：0985-71-0036
FAX：0985-71-0036 

会員数：10名
年間予算：650万円
ボランティア：有
ニュースレター：年4回発行

ホームページ　https://www.m-moyai.com
メールアドレス　m-moyai＠kag.bbiq.jp

〒880-0813　宮崎県宮崎市丸島町4-3 第6シャトーモリオカ203

ＮＰＯ法人宮崎もやいの会として、宮崎市より地域活動支援センターを
委託されて、週6日開所しています。日中の活動によってステップアップ、
スキルアップを目指して次のステージにつながる支援を実施しています。

精神障がい者の自立と社会参加を支援するとと
もに、障がいを持つ人々に対する地域社会の理解
と協力を得ること、また、障がい者と健常者が共
に支え合って働き生きていく社会を目指すことを
目的に設立された団体です。
同じ仲間同士で理解と共感を踏まえてピアサ
ポートし、当事者に一番適した支援を可能にしま
す。また、ピアサポートを推進するためのサポー
ター養成に重点を置いた活動を続けていきたい
と思います。今後ともよろしくお願いいたします。

事
業
内
容



特定非営利活動法人「アジア砒素ネットワーク(AAN)」 メッセージ

設立時期：1994年4月
代表者：横田　漠
事務局責任者：横田　漠
電話：0985-20-2201
FAX：0985-20-2286

会員数：147名
年間予算：9,486万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://www.asia-arsenic.jp/
メールアドレス　webmaster@asia-arsenic.net

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス208号室

私たちAANは、宮崎県高千穂町の旧土呂久鉱山周辺に多発した慢性砒素中毒
症の患者を支援したメンバーがその経験をアジアの砒素汚染克服に活かすた
めに設立したNPO法人です。私達は、「安全な水を飲みたい、健康な暮らしを送
りたい」というアジアの人々の願いをかなえることを目標にし、バングラデシュ
を中心に活動しています。また、これらの活動の原点となっている土呂久鉱害
は現在、風化しつつあります。集落の生活と自然環境を破壊した過去を次世代
に継承するため、土呂久に根差した環境教育も実践しています。

1)バングラデシュではここ数年、米粒中の砒素含有量が
許容基準を超えています。20数年前にはなかったこと
です。その間に灌漑用水（地下水）中の砒素が水田土壌
中に堆積したことが原因です。AANは2022年から研究
機関の協力を得て米粒中の砒素含有量を低下させる米
づくりを実践中です。この稲作を全国的に広げていく運
動をこれから先に展開していきます。
https://www.asia-arsenic.jp/information/202505183350/
2)バングラデシュでは高血圧、糖尿病、慢性呼吸器疾患
等の生活習慣病（成人病）をもつ女性が多くいます。こ
れらの症状は慢性砒素中毒症と同じです。これは若年
妊娠（児童婚）、栄養不良、運動不足、および砒素摂取
（飲料水、米）など複合的な要因で起こっています。AAN
は女性のライフステージに応じた健康管理の取り組み
を行っています。
3)土呂久集落は過疎化が進んでいます。AANは環境教
育を通じて持続可能な地域づくりを目指しています。み
なさま、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

メッセージ

ホームページ　http://www.nobeoka-tengaichi.jp
メールアドレス 　tengaichi＠dolphin.ocn.ne.jp

ＮＰＯ法人 のべおか天下ー市民交流機構

設立時期：2001年4月
代表者：松下　宏
事務局責任者：大崎　光芳
電話：0982-33-0248
FAX：0982-32-6151

会員数：60名
年間予算：1,800万円
ボランティア：有
ニュースレター：月1回発行

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131番地5 
「のべおか天下一薪能」の開催及び、能楽に関す
る事業を通じて、市民協働によるまちづくりを
強く意識して活動しています。
市民でできる事は自ら実践する事を心がけ、そこ
に住む市民の為の地域のあり方を模索していま
す。これからも、自らの団体の事業・活動に限ら
ず、地域づくりとなる活動には積極的に参画・関
与しながら、故郷・延岡に対する愛着と誇りをも
てる様な地域社会の構築に貢献したいと思って
います。

認定特定非営利活動法人 ホームホスピス宮崎 メッセージ

設立時期：2000年4月
代表者：市原　美穂
事務局責任者：ー
電話：0985-53-6056
FAX：0985-53-6054

会員数：50名
年間予算：387万円
ボランティア：有
ニュースレター：年2回発行

ホームページ　https://npo-hhm.jp
メールアドレス　office＠npo-hhm.jp

〒880-0913　宮崎県宮崎市恒久2丁目19-6
ホームホスピス宮崎は、皆さまのご支援をホー
ムホスピスや暮らしの保健室の運営・ボラン
ティア活動に利用させていただき、事業の充実
を図っております。
平成27年3月1日付〈宮崎シレイ20190-1599>
認定NPO法人に認定されました。
年間3,000円以上の寄付をしていただいた方は、
優遇税制の適応を受けることができます。
みなさまからのご支援、よろしくお願い致します。

●ホームホスピス「かあさんの家」２軒●ボランティア活動(聞き書きボランティア、患者らいぶらり)●訪問介護ステーション
ぱりおん、みつばち診療所●HALEたちばな(訪問看護ステーションぱりおん、日中一時支援ohana、短期入所leilei、相談支
援事業所luana)●暮らしの保健室…在宅療養等の相談、ゆるりサロン、お薬相談、ミニ講座●宮崎県がんサロン等運営支援
事業…ふらっとカフエ(宮崎県立病院にて)●学びの場…研修会・講演会の実施、研修・実習の受け入れ

特定非営利活動法人 宮崎文化本舗 メッセージ

設立時期：2000年10月
代表者：石田　達也
事務局責任者：名田　敬仁
電話：0985-60-3911
FAX：0985-89-4979

会員数：10名
年間予算：29,870万円
ボランティア：有
ニュースレター：年6回発行

ホームページ　https://bunkahonpo.or.jp/
メールアドレス bunka_info＠bunkahonpo.or.jp

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス101

① 文化事業として宮崎キネマ館の運営
② みやざきNPO協働支援センター、宮崎県災害中間支援組織、宮崎県環境情
報センターの運営

③ 指定管理者として、みやざきアートセンター、宮崎市民活動センター、宮崎市
自然休養村センターの運営

④ 事務局代行業務として、宮崎市バージニアビーチ市姉妹都市協会、宮崎映画
祭等多数

⑤ みやざきに市民ファンドを！設立準備委員会事務局の運営
⑥ 山のダイゴミ・プロジェクト協議会事務局運営
⑦ 宮崎県地域づくりネットワーク協議会事務局

地域に根ざした活動を、20年以上にわたって続
けてきました。 設立以来、宮崎が“面白く元気に
なる”ことを願い、芸術文化を中心に、活動を行っ
ています。 
宮崎キネマ館の運営をはじめ、公共施設の管理
運営、市民協働による災害支援の仕組みづくりな
どに加え、現在では、地域の課題を“市民の力”で
支える「みやざきに市民ファンドを！」の設立にも
力を入れています。 
誰もが支え手にも受け手にもなれる仕組みを目
指し、地域の共感をつなぐ寄付文化の醸成と、共
助による持続可能な地域づくりに挑戦していま
す。 皆さまからのご寄付は、こうした草の根の活
動の力となり、これからの宮崎を支える大切な一
歩となります。温かなご支援を、どうぞよろしくお
願いいたします。

特定非営利活動法人 宮崎県ボランティア協会 メッセージ

設立時期：1981年4月
代表者：辻　利則
事務局責任者：永山　由美好
電話：0985-29-2949
FAX：0985-29-2949

会員数：64名
年間予算：50万円
ボランティア：有
ニュースレター：6ヶ月1回発行

ホームページ　http://mkv.e-region.info
メールアドレス 　miyakenvora@kind.ocn.ne.jp

〒880-0007　宮崎県

1. NPOボランティアの広報・啓発事業
 ①ボランティア情報紙『ふれあい』の発行
 ②ホームページによる広報・啓発
2. 「ふれあい」協働事業
　①「ふれあいの旅」の実施
　②ふれあいアート交流事業
　③災害への支援活動「私たちにできるふれあい支援活動」
3. ＮＰＯ・企業・行政・大学等との協働事業
 ①NPO法人みやざき教育支援協議会との協働事業
　②宮崎公立大学との協働事業
　③障害者差別解消法への取り組み
4.リサイクル活動の推進事業
　使用済み切手整理「サロン」(毎月第3金曜日）の実施
5.その他
　①生活に根ざしたボランティア活動
　②「色かるたセミナー」への取り組み（認知症ケア、アイスブレイク等）

令和5年度に4年ぶりの「ふれあいの旅」（青島・
日南日帰りツアー）を開催しました。モアイ像を
見ながら海を眺め、ホテルでの豪華昼食に舌鼓
を打ち、新しい青島、青島神社や植物園を楽し
みました。
令和6年度は住吉神社で毎月開催されている「神
様のごちそうマルシェ」で神様のごちそうを購入
し、社務所をお借りして昼食・交流会を開催しま
した。障害を持つ方、持たない方同士の「ふれあ
い」を自然と感じるいいツアーとなり、ふれあう
ことの大切さを再確認できる日帰り旅でした。
また、毎年西池小学校で実施している子ども達
と障がいを持つ人がアートを通してふれあう
「ふれあいアート」は「障害者差別解消法」の一
つの取り組みにもなってきています。

宮崎県の紹介NPO
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●「のべおか天下一薪能」の開催(第1回1997年・毎年10月)旧延岡藩内藤家旧蔵で、天下一の称号を持つ能面作家作の能面を使用し
て、地元延岡の名所である城山公園に、市民ボランティアの手で能舞台を組み、薪能を行う。●こども能プログラム(年間)地元延岡
の子供たちを対象にした、謡の稽古や、京都での稽古等のプログラム。又、のべおか天下一薪能の子方としても出演がある。●内藤家伝
来の能面展・西日本能面作家展の開催支援(毎年9～10月)●誰にでもわかる「能楽鑑賞講座」の実施(年２、３回)

特定非営利活動法人 宮崎21高齢者福祉研究会 メッセージ

設立時期：1991年3月
代表者：澤田　孝子
事務局責任者：戸髙　光美
電話：0985-25-0817
FAX：0985-25-0818

会員数：30名
年間予算：220万円
ボランティア：有
ニュースレター：－

ホームページ https://miyazaki21.org　　メールアドレス　－

〒880-0014　宮崎県宮崎市鶴島2丁目9番6号みやざきNPOハウス204
「健康と生きがいづくり」をテーマとして、介護予防、
認知症予防等のリーダー（サポーター養成）講座
を積極的に開催してきました。地域福祉活動がま
すます重要になる中、高齢者はもとより子供たち
に対しても支援活動に努めてまいります。

事
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高齢者・障がい者・若者・地域住民に対して、豊かで安心できる社会を実現していくうえで、福祉のまちづくりに関する活
動、地域福祉の増進に寄与することを目的としています。　●委託事業「木城町介護予防事業」　●地域福祉活動「レクリ
エーション活動・いきいきライフ派遣活動」　●「スマホ入門講座」　●若者の引きこもりへの支援活動・講話活動

特定非営利活動法人 どんぐり1000年の森をつくる会

ホームページ　http://www.donguri1000nen.jp
メールアドレス info＠donguri1000nen.jp

〒889-1801　宮崎県都城市山之口町富吉2985番地26

どんぐり1000年の森をつくる会は、宮崎県を縦断して流れる1級河川大
淀川の水質浄化と豊かな風土をつくるために、この地域の自然植生であ
る「どんぐり（広葉樹の総称）」を拾い、それを育てて山に植える活動を平
成８年よりこれまで続けている団体です。山に植える木には、１株500円
で協力していただく「どんぐり株主制度」があり、株主の協力で、毎年約
4,000本の植樹活動を行っております。また、平成22年度から市街地に
近い場所に「どんぐり村～こども自然塾」（３ha）を整備して、子どもたち
が身近に森遊びができる空間として、森の図書館や木の遊具、ツリーハウ
ス等を整備し、一般に無料で開放しています。

当会は、未来に生きる子どもたちに住みよい環境
を引き継ぐために、植樹を中心とした環境保全
活動をおこなっています。
この活動は、1000年という長い年月での風土づ
くりを目指しており、ずっと後世に引き継いでい
くことを目標にしています。
「どんぐり株主」への還元は、木を植えることで発
生する、きれいな空気と水、そして、未来に生きる
子どもたちの笑顔です。身近に気軽に始められ
る環境保全に、是非、ご協力いただき一緒に活動
していきましょう。事

業
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設立時期：2008年4月
代表者：中原　香津子
事務局責任者：德永　貢
電話：0986-57-5228
FAX：0986-57-5228

会員数：101名
年間予算：448万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

メッセージ

NPO法人 宮崎もやいの会 メッセージ

設立時期：2006年4月
代表者：小林　順一
事務局責任者：小林　順一
電話：0985-71-0036
FAX：0985-71-0036 

会員数：10名
年間予算：650万円
ボランティア：有
ニュースレター：年4回発行

ホームページ　https://www.m-moyai.com
メールアドレス　m-moyai＠kag.bbiq.jp

〒880-0813　宮崎県宮崎市丸島町4-3 第6シャトーモリオカ203

ＮＰＯ法人宮崎もやいの会として、宮崎市より地域活動支援センターを
委託されて、週6日開所しています。日中の活動によってステップアップ、
スキルアップを目指して次のステージにつながる支援を実施しています。

精神障がい者の自立と社会参加を支援するとと
もに、障がいを持つ人々に対する地域社会の理解
と協力を得ること、また、障がい者と健常者が共
に支え合って働き生きていく社会を目指すことを
目的に設立された団体です。
同じ仲間同士で理解と共感を踏まえてピアサ
ポートし、当事者に一番適した支援を可能にしま
す。また、ピアサポートを推進するためのサポー
ター養成に重点を置いた活動を続けていきたい
と思います。今後ともよろしくお願いいたします。
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NPO法人 アースウォーカーズ

特定非営利活動法人 学校支援のべおかはげまし隊

メッセージ

設立時期：2006年5月
代表者：小玉　直也
事務局責任者：佐々木　泉
電話：0985-85-6555
FAX：0985-85-5545

会員数：約350名
年間予算：1,310万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://earthwalkers.jp/
メールアドレス 　info＠earthwalkers.jp

〒889-1602　宮崎県宮崎市清武町今泉丙2178

東日本大震災の被災地支援および、その後の熊本地震や西日本豪雨水害
などへの支援。
特に東京電力福島第一原子力発電所の事故後に外遊びを制限している福
島の子どもたちの保養として、未就学児を宮崎に招待する「福島の子ども
たち宮崎に来んねキャンプ」や毎月山形県米沢市に日帰りでリフレッシュ
プロジェクトを企画。また中高生をドイツやオーストラリアに派遣し自らの
震災体験を英語でスピーチをしたり、再生可能エネルギーを学ぶ企画など、
年間200人を超える子どもたちの支援を継続中。トルコ地震被災地支援や
ウクライナ難民キャンプ施設の方々へおにぎりを作って届ける「おにぎり
プロジェクト」、ウクライナの小中学校、高校へ文房具と絵手紙を届けたり、
医療支援、食糧支援を行っている。

あたたかいご支援本当にありがとうございます。
2011年に福島の子どもたちの支援をスタートし、
九州労金さんを通じて多くのご支援をいただき
ました。みなさんのご支援で多くの子どもたちの
笑顔が広がる活動ができました。
福島の支援を継続したり、各地で起きる被災地
の支援に駆けつけたりする上で、みなさんの支援
が大きな力となります。災害から月日が流れると
ともに、寄付や支援が少しずつ減少する中、ひき
つづき１人でも多くの方々のご支援をお願いした
いと思います。よろしくお願いします。
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メッセージ

設立時期：2012年8月
代表者：渡井　俊行
事務局責任者：石川　喜美子
電話：0982-29-3786
FAX：0982-29-3739

会員数：団体23名　個人15名
年間予算：1,000万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://nobeokahagemashitai.com
メールアドレス 　nobeoka-hagemashitai@blue.plala.or.jp

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131-5

延岡市内12の中学校と7つの小学校で、主に数学・算数の授業にほぼ毎回
入り、「みまもり・よりそい・はげまし」を基本姿勢として、子ども達の見守り、
声掛け、丸付けなど、先生の補助的な（授業支援）活動を行っている。学校
によっては、英語、理科、社会、体育、家庭科、受験対策の模擬面接など、先
生のニーズに応じて支援を行っている。テスト前や夏休みなど学習会を開
くこともある。
登録ボランティア165名。平均年齢71歳。(R7年4月）
この活動は「地域とともにある学校づくり」という文科省の目指す学校像
にも合致しており、児童、生徒や先生方の助けになることはもちろんだが、
活動主体のシニア自身の生きがいや居場所づくりにもなっている。

皆さまには、いつも温かなご支援を頂き、誠にあ
りがとうございます。たくさんの企業や個人様か
らお寄せいただいた浄財は、主に隊員さんの交
通費、教科書、ドリルなど必要経費として遣わせ
ていただいております。
最近は、隊員さんの高齢化と新規隊員数の伸び
悩みが大きな課題となっております。はげまし隊
は、子ども達にナナメの関係（親や教師のように
タテではなく、友達のようにヨコでもない）をも
たらす貴重な存在です。隊員さんに見守られるこ
とで安心感を得ている子ども達も少なくありませ
ん。この活動にご興味のあられる方がおられま
したら、ぜひ、一緒に活動していただけると幸い
です。
子どもを取り巻くわたくし達大人一人ひとりが、
それぞれのできる範囲で子ども達を支援・応援し
ていく社会を共に作ってまいりましょう。

事
業
内
容

特定非営利活動法人 子どもの森 メッセージ

設立時期：2003年7月
代表者：横山　謙一
事務局責任者：横山　純子
電話：0982-63-0009
FAX：－

会員数：13名
年間予算：155万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://www.kodomonomori.info
メールアドレス 　info20＠kodomonomori.info

〒889-0604　宮崎県東臼杵郡門川町大字川内字イカダ場3412番地1

子どもたちに良質の森（環境）を残すために、自然環境が悪化している現在
において、自分たちでできる環境を保全することの大切さを理解し、興味を
持ってもらうために環境啓発の活動を実践しています。自然環境の源である
森をつくり守るために広葉樹を植樹して下草刈り等の育林作業や、将来環境
の守り手となる次の世代に対して森林や河川等を活用しての体験型環境学
習を開催して、環境問題に取組む活動を行っています。

（１）休耕田の復元による米作りや麦栽培からパン作りまでの事業
（２）混交林の森づくり、高校生と取り組む森づくり、荒廃した竹林の雑木林へ

の転換事業
（３）自然を活用しての体験型環境学習（春は「野草観察と調理」夏は「河川での

ネイチャーゲームや河川清掃」秋は「昆虫観察」冬は「ドングリ苗ポット作
成」）の事業

（４）市民活動の活性化に関わる古民家再生事業
（５）活動のホームページやSNS、広報誌発行での情報発信・啓発のための事業
（６）その他目的を達成するために必要な事業

ずっとずっと昔からのご先祖様たちのおかげで、現
在私たちは本当に便利な物に囲まれ、豊かな暮らし
に恵まれています。毎日のように新しい便利な物が
開発され、感心するばかりです。
ただ、その裏側には、便利な人間社会の犠牲となっ
た自然が存在しています。地球温暖化、街に下りてく
る動物たち、動植物の絶滅、地球温暖化、酸性雨、食
糧•水不足‥‥。最近の自然環境の異変は、もう誰で
も身近に感じることができます。
私たちの子孫が、これからもずっと永遠にこの地球
で幸せに暮らしていくためには、自然破壊をくい止
め、自然環境を回復させてゆかなければなりません。
そのために私たちができること‥‥それは無駄をな
くすこと、そして壊された緑をもとに戻していくこと
だと思います。緑が増える、それだけでいろんな面
での好循環が期待できるのではないでしょうか。
緑を増やすシステムやビジネスがありますが、金銭
的な余裕もボランティア団体の活動として、森林ボ
ランティアや、環境学習の開催はとても重要だと思
います。

事
業
内
容

〒810-8509　福岡県福岡市中央区大手門3-3-3
☎092-714-7017

九州労働金庫 事業部 福祉金融推進課

検索九州ろうきん
https://kyusyu-rokin.com/

お客さまが応援するNPO法人へ、お客さまの普通預金口座か

ら指定日（20日もしくは25日）に自動振替で寄付する制度で

す。1回の寄付額は100円以上（100円単位）で、寄付先は市

民への情報公開性や事業の社会性、会計の安定性等を基準に

ろうきんが選定した「紹介NPO」の中からご選択いただきます。

宮崎版

掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/
掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/

「NPO自動寄付システム」は福祉・環境・文化などさまざま

な分野でボランティア活動を展開しているNPOと市民・勤労

者とをつなぐ新しい社会貢献のカタチです。本誌に紹介する

「紹介NPO」の中から、あなたが応援したいNPOをお選びく

ださい。お選びいただいたNPOへ毎月100円からの口座振替

により寄付を行います。気軽に始められる寄付を通した新し

いボランティア活動に、ぜひ、ご参加ください。

NPOサポーターズのご案内



NPO法人 アースウォーカーズ

特定非営利活動法人 学校支援のべおかはげまし隊

メッセージ

設立時期：2006年5月
代表者：小玉　直也
事務局責任者：佐々木　泉
電話：0985-85-6555
FAX：0985-85-5545

会員数：約350名
年間予算：1,310万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://earthwalkers.jp/
メールアドレス 　info＠earthwalkers.jp

〒889-1602　宮崎県宮崎市清武町今泉丙2178

東日本大震災の被災地支援および、その後の熊本地震や西日本豪雨水害
などへの支援。
特に東京電力福島第一原子力発電所の事故後に外遊びを制限している福
島の子どもたちの保養として、未就学児を宮崎に招待する「福島の子ども
たち宮崎に来んねキャンプ」や毎月山形県米沢市に日帰りでリフレッシュ
プロジェクトを企画。また中高生をドイツやオーストラリアに派遣し自らの
震災体験を英語でスピーチをしたり、再生可能エネルギーを学ぶ企画など、
年間200人を超える子どもたちの支援を継続中。トルコ地震被災地支援や
ウクライナ難民キャンプ施設の方々へおにぎりを作って届ける「おにぎり
プロジェクト」、ウクライナの小中学校、高校へ文房具と絵手紙を届けたり、
医療支援、食糧支援を行っている。

あたたかいご支援本当にありがとうございます。
2011年に福島の子どもたちの支援をスタートし、
九州労金さんを通じて多くのご支援をいただき
ました。みなさんのご支援で多くの子どもたちの
笑顔が広がる活動ができました。
福島の支援を継続したり、各地で起きる被災地
の支援に駆けつけたりする上で、みなさんの支援
が大きな力となります。災害から月日が流れると
ともに、寄付や支援が少しずつ減少する中、ひき
つづき１人でも多くの方々のご支援をお願いした
いと思います。よろしくお願いします。

事
業
内
容

メッセージ

設立時期：2012年8月
代表者：渡井　俊行
事務局責任者：石川　喜美子
電話：0982-29-3786
FAX：0982-29-3739

会員数：団体23名　個人15名
年間予算：1,000万円
ボランティア：有
ニュースレター：年3回発行

ホームページ　https://nobeokahagemashitai.com
メールアドレス 　nobeoka-hagemashitai@blue.plala.or.jp

〒882-0813　宮崎県延岡市東本小路131-5

延岡市内12の中学校と7つの小学校で、主に数学・算数の授業にほぼ毎回
入り、「みまもり・よりそい・はげまし」を基本姿勢として、子ども達の見守り、
声掛け、丸付けなど、先生の補助的な（授業支援）活動を行っている。学校
によっては、英語、理科、社会、体育、家庭科、受験対策の模擬面接など、先
生のニーズに応じて支援を行っている。テスト前や夏休みなど学習会を開
くこともある。
登録ボランティア165名。平均年齢71歳。(R7年4月）
この活動は「地域とともにある学校づくり」という文科省の目指す学校像
にも合致しており、児童、生徒や先生方の助けになることはもちろんだが、
活動主体のシニア自身の生きがいや居場所づくりにもなっている。

皆さまには、いつも温かなご支援を頂き、誠にあ
りがとうございます。たくさんの企業や個人様か
らお寄せいただいた浄財は、主に隊員さんの交
通費、教科書、ドリルなど必要経費として遣わせ
ていただいております。
最近は、隊員さんの高齢化と新規隊員数の伸び
悩みが大きな課題となっております。はげまし隊
は、子ども達にナナメの関係（親や教師のように
タテではなく、友達のようにヨコでもない）をも
たらす貴重な存在です。隊員さんに見守られるこ
とで安心感を得ている子ども達も少なくありませ
ん。この活動にご興味のあられる方がおられま
したら、ぜひ、一緒に活動していただけると幸い
です。
子どもを取り巻くわたくし達大人一人ひとりが、
それぞれのできる範囲で子ども達を支援・応援し
ていく社会を共に作ってまいりましょう。

事
業
内
容

特定非営利活動法人 子どもの森 メッセージ

設立時期：2003年7月
代表者：横山　謙一
事務局責任者：横山　純子
電話：0982-63-0009
FAX：－

会員数：13名
年間予算：155万円
ボランティア：有
ニュースレター：年1回発行

ホームページ　https://www.kodomonomori.info
メールアドレス 　info20＠kodomonomori.info

〒889-0604　宮崎県東臼杵郡門川町大字川内字イカダ場3412番地1

子どもたちに良質の森（環境）を残すために、自然環境が悪化している現在
において、自分たちでできる環境を保全することの大切さを理解し、興味を
持ってもらうために環境啓発の活動を実践しています。自然環境の源である
森をつくり守るために広葉樹を植樹して下草刈り等の育林作業や、将来環境
の守り手となる次の世代に対して森林や河川等を活用しての体験型環境学
習を開催して、環境問題に取組む活動を行っています。

（１）休耕田の復元による米作りや麦栽培からパン作りまでの事業
（２）混交林の森づくり、高校生と取り組む森づくり、荒廃した竹林の雑木林へ

の転換事業
（３）自然を活用しての体験型環境学習（春は「野草観察と調理」夏は「河川での

ネイチャーゲームや河川清掃」秋は「昆虫観察」冬は「ドングリ苗ポット作
成」）の事業

（４）市民活動の活性化に関わる古民家再生事業
（５）活動のホームページやSNS、広報誌発行での情報発信・啓発のための事業
（６）その他目的を達成するために必要な事業

ずっとずっと昔からのご先祖様たちのおかげで、現
在私たちは本当に便利な物に囲まれ、豊かな暮らし
に恵まれています。毎日のように新しい便利な物が
開発され、感心するばかりです。
ただ、その裏側には、便利な人間社会の犠牲となっ
た自然が存在しています。地球温暖化、街に下りてく
る動物たち、動植物の絶滅、地球温暖化、酸性雨、食
糧•水不足‥‥。最近の自然環境の異変は、もう誰で
も身近に感じることができます。
私たちの子孫が、これからもずっと永遠にこの地球
で幸せに暮らしていくためには、自然破壊をくい止
め、自然環境を回復させてゆかなければなりません。
そのために私たちができること‥‥それは無駄をな
くすこと、そして壊された緑をもとに戻していくこと
だと思います。緑が増える、それだけでいろんな面
での好循環が期待できるのではないでしょうか。
緑を増やすシステムやビジネスがありますが、金銭
的な余裕もボランティア団体の活動として、森林ボ
ランティアや、環境学習の開催はとても重要だと思
います。

事
業
内
容

〒810-8509　福岡県福岡市中央区大手門3-3-3
☎092-714-7017

九州労働金庫 事業部 福祉金融推進課

検索九州ろうきん
https://kyusyu-rokin.com/

お客さまが応援するNPO法人へ、お客さまの普通預金口座か

ら指定日（20日もしくは25日）に自動振替で寄付する制度で

す。1回の寄付額は100円以上（100円単位）で、寄付先は市

民への情報公開性や事業の社会性、会計の安定性等を基準に

ろうきんが選定した「紹介NPO」の中からご選択いただきます。

宮崎版

掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/
掲載のイラストは障がいのあるアーティストの作品です。
https://hibigei.art/

「NPO自動寄付システム」は福祉・環境・文化などさまざま

な分野でボランティア活動を展開しているNPOと市民・勤労

者とをつなぐ新しい社会貢献のカタチです。本誌に紹介する

「紹介NPO」の中から、あなたが応援したいNPOをお選びく

ださい。お選びいただいたNPOへ毎月100円からの口座振替

により寄付を行います。気軽に始められる寄付を通した新し

いボランティア活動に、ぜひ、ご参加ください。

NPOサポーターズのご案内


